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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

准教授 多田 芳史 中外製薬株式会社 研究活動への
支援（奨学寄
附金）（代表）

関節リウマチの病態形成におけるシア
ル酸受容体 Siglec 14/5の解析

700

准教授 多田 芳史 旭化成ファーマ株式会社 医学・薬学に
関する研究活
動への支援
（代表）

関節リウマチ患者と医師の活動性全般
評価の一致／不一致の推移とそれに関
与する因子の解析

500

准教授 多田 芳史 アッヴィ合同会社 研究助成金
（代表）

膠原病・リウマチ性疾患におけるシア
ル酸受容体 Siglec-5/14の解析

300

准教授 多田 芳史 大正製薬株式会社 学術研究支援
（奨学寄附金）
（代表）

関節リウマチにおける患者全般評価，
患者倦怠感評価，および医師全般評価
の相関とこれらの不一致に関連する因
子の解析

300

准教授 多田 芳史 あゆみ製薬株式会社 研究助成
（代表）

生物学的製剤，JAK阻害剤治療にお
ける血清インターフェロン活性の解析

300

演会．2021，10，3．
13 多田芳史：関節リウマチ治療ガイドラインにおける JAK阻害剤．佐賀県RA治療を考える会．
2021，10，8．

14 堺真梨子：TNF阻害薬導入の実際～安全に使用するために～．佐賀Uveitis 合同カンファレンス．
2021，10，14．

15 多田芳史：リンパ増殖性疾患の寛解後のRA治療における抗 IL‐6製剤．第3回 IL‐6治療の未来
を考える会．2021，10，21．

16 多田芳史：RA治療におけるTNF‐α製剤の位置づけ．PAH RA Bridging Web Seminar in 九州沖
縄．2021，11，11．

17 多田芳史：倦怠感・疲労はなぜ起こるのか．Treat to Thrive in 佐賀．2021，12，10．
18 多田芳史：関節リウマチの倦怠感・疲労の原因を考える．Treat to Thrive in 佐賀．2021，12，10．

研究助成等
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